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令和２年度 第２回市民と市長の座談会 

会  議  報  告 

 

事務局 企画財政部広報秘書課広聴係 

開催日時 令和２年８月２５日（火）午後７時００分～９時００分 

開催場所 前原町西之台会館 

参 加 者 男性 ４名  女性 ４名   計８名 

会議次第 

  
 １ 開    会   

  ２ 市長あいさつ （市政報告） 

  ３ 懇    談   

    フリーテーマ 

  ４ 閉    会   

 
 

主な意見 

 
・ 市民と市長の座談会について 

・ フェイスブックのアカウントの取得について 

・ 市民とのコミュニケーションについて 

・ 市の長期的なビジョンについて 

・ ごみ非常事態宣言について 

・ ごみの分別について 

・ 街路灯について 

・ 市の財政状況について 

・ 市の職員の対応について 

・ 「人と人とのつながりを大切にするまち」について 

・ 公共施設の再配置について 

・ 市歌の活用方法について 

 

 

懇談内容   別紙のとおり 

そ の 他   手話通訳者 ２名   保育士 ２名 
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令和２年度第２回市民と市長の座談会 

令和２年８月２５日 

 

１ 開 会 

 

〇司会者 

 皆様、こんばんは。本日はご参加いただきまして、誠にありがとうございます。私は、

本日の司会進行を務めさせていただきます広報秘書課長の天野と申します。よろしくお願

いいたします。新型コロナウイルス感染症の防止対策といたしまして、着座のまま、また

マスク着用のままで進行させていただきます。初めに配付物の確認をさせていただきます。

１点目、次第。２点目、アンケート。３点目、令和２年度施政方針。４点目、令和２年度

小金井市予算の概要。こちらは、主な事業の紹介ということで、１４ページから２６ペー

ジまでを抜粋したものになります。その次が新型コロナウイルス感染症小金井市緊急対応

方針（第２弾）。続きまして、新型コロナウイルス感染症小金井市緊急対応方針（第３弾）。

「市報こがねい」７月１日号５面のＰＤＦ版。こちらは、令和２年第２回小金井市議会定

例会補正予算による新型コロナウイルス感染症対策についての記事で、緊急対応方針（第

２弾）で実施する施策の予算規模を示したものでございます。続きまして、令和２年第２

回小金井市議会臨時会補正予算における新型コロナウイルス感染症について、こちらは、

緊急対応方針（第３弾）で実施する施策の予算規模を示したものでございます。あらかじ

め、個別に皆様に用意したのは、以上８点でございます。このほか、受付のほうで自由に

おとりいただけるものといたしまして、「みんなで築こう 人権の世紀」という小冊子とク

リアファイル、それから「小金井市はこんなところです。」というリーフレット、「小金井

の坂と遊歩道マップ」、「障害者（児）・家族 防犯のパンフレット」、以上４点がございま

す。資料のほう、お揃いでしょうか。開催に当たりまして、事務局よりご説明申し上げま

す。この座談会は平成２８年度から開始しているものです。毎年、年に４回、市民の皆様

と市長とのフリートークということで開催をしております。本日は本年度の第２回目の開

催でございます。本日の進め方でございますが、初めに市政報告ということで、重要課題

の進捗状況につきまして、市長の西岡より簡単に報告させていただきます。その後、意見

交換ということで、皆様から自由にご発言いただき、それに対しまして市長がお答えする

という形で、進めさせていただきます。懇談に入る前に、事務局より５点ほどご了承いた
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だきたいと存じます。１点目、懇談中は、議事録作成のため録音をさせていただきます。

２点目、懇談の様子を撮影した写真をホームページに掲載させていただきます。写真に写

るのに支障ある方は今、この場で挙手をお願いいたします。３点目、懇談中は、ご発言さ

れるときも含め、必ずマスクを着用していただきたいと思います。４点目、ご発言をされ

る方にはマイクをお渡ししますが、その都度、消毒をいたしますので、通常より時間がか

かるかもしれませんが、ご容赦いただきたいと思います。最後に５点目といたしまして、

本日の終了時刻は午後９時までとなってございます。会場を撤収する都合上、終了後につ

きましては速やかにご退場いただきますよう、ご協力をお願いいたします。では、次第に

従いまして、市長の西岡よりご挨拶と市政報告をさせていただきます。 

 

２ 市長あいさつ（市政報告） 

 

〇西岡市長 

 皆様、こんばんは。小金井市長の西岡真一郎でございます。本日は平日の夜７時からの

開催でございますが、大変お忙しい中をまた猛暑の中を市民と市長の座談会にご参加をい

ただきまして、誠にありがとうございます。新型コロナウイルス感染防止対策といたしま

して、マスクを着用したままで話をさせていただきます。なるべく聞きづらくないよう心

がけて、お話をしてまいりたいと思いますが、ご理解のほど、よろしくお願いいたします。

また、新型コロナウイルス感染拡大の防止に向けた様々な取組を行っているさなかでござ

いますので、感染予防に配慮した形での開催となっておりますので、その点も併せてご理

解をいただきたいと思います。また、本日は夜９時までの開催でございます。私のほうか

ら、これから正味２０分から２５分程度いただきまして、項目は絞りますけれども、現状

の市政報告や、私が鋭意取り組んでまいりました最重要課題の進捗状況などにつきまして、

お話をさせていただきます。その後は、特にテーマを設けませんで、参加者の皆様方から

様々なご意見を幅広く、小金井市政などに関するご意見、ご質問、ご提言などをお寄せい

ただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。また、今年は今日で２回目の開

催になります。市民と市長の座談会は、私が市長に就任をさせていただいてから、新たに

始めたものでございまして、今年で５年目、年に４回開催しております。今年は５月に開

催する予定でございましたが、緊急事態宣言発令中ということで、延期をさせていただき

まして、８月の開催となりました。４回のうち２回目となっております。３回、４回につ
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きましては１１月ごろに開催をさせていただきたいと考えているところでございます。こ

の座談会につきましては、幅広いご意見をいただきまして、可能な限りそういったお声を

市政に反映していけるようにしていくことを目的としておりますので、どうかよろしくお

願いいたします。 

それでは、私のほうから冒頭少し発言をさせていただきたいと思います。まず、小金井

市の最近の人口の状況でございます。今年の８月１日現在の最新の人口は１２万３,２６４

人。前月に比べて２００人以上増加しております。世帯数も６万１,６６１世帯になってお

ります。東京都は、３日ぐらい前の報道では、戦後初めて東京全体の人口が減少に転じた

という報道がございました。１,４００万人を下回ったということであります。一方、小金

井市はといいますと、新型コロナウイルスの影響も種々様々な分野に及ぶかと考えており

ましたが、小金井市はそういう状況ではなく、人口は微増状況が依然続いている状況でご

ざいます。それも相まって、武蔵小金井駅南口第２地区市街地再開発事業によりまして、

７１６世帯の新たな分譲マンションが誕生し、順次入居も行われているといったことも併

せまして、人口が増えています。特に小金井市の人口の特徴は、ファミリー世帯の方々の

転入超過ということでございまして、出生率はほぼ横ばいでありますけれども、子どもた

ちの数は増え続けています。今後、小学校・中学校では、このままの人口推移でいきます

と、小学校だけでも１０クラス程度、市全体で増やさなければいけないというデータが、

東京都から示されている状況です。待機児童の解消に、この５年間、全力を挙げてまいり

ました。私が市長に就任したときに２,０００名であった保育園の全定員数は、４年間で１,

０００名以上増加して、現在は３,０００名を超えております。さらに新たな任期では、プ

ラス１,０００名を増員する計画でございまして、２,０００名から４,０００名へと増えて

いる渦中にあります。残念ながら、今年４月１日現在の待機児童数は９７名ということで

ございまして、都内では、人口水準からいたしますと、待機児童の出現率は高い位置にあ

ります。ここまで取組を進めているところでありますが、ファミリー世帯の方々の転入超

過という状況も含めて、さらに計画数を上回る取組を行っていきたいと思っております。

今年は４月１日から来年の４月１日、来年の４月１日に行う新設で、計画上は３８０名以

上の保育園定員数を増やしておりますが、この計画を上回る計画で今、新しい４月１日の

入園募集に向けて、準備をしているところであります。来年はさらに待機児童が限りなく

ゼロに近づく、あるいはゼロを達成できるように、担当職員ともども、一生懸命頑張って

まいりたいと思っているところでございます。また小金井市の人口の特徴、様々あるんで
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すけれども、平均年齢が若いという特徴があります。小金井市の市民の平均年齢、平成３

０年の東京都の最新データでは、市民の平均年齢４４.１１歳。これは、多摩地域で実は２

番目に若い位置を占めております。一番若いところは稲城市でございまして、４３.９歳ぐ

らいだったと思います。差はわずかなんですけれども、しかし、人口全体の平均値、数値

は大きく変動するのは、なかなか困難でありますけれども、やっぱり学生さんが多い。フ

ァミリー世帯が多いといった特徴のある、しかし、小金井市も確実に高齢化率は増えて続

けているのも、もちろんです。小金井市の高齢化率は２１％台、全国が２８％台ですから、

平均的には高齢者の比率は低い位置にあります。しかし、超高齢化社会の波は確実に近づ

いている。そういった少子高齢、人口減少高齢化社会の到来を見据えて、持続可能なまち

として、これからも小金井市が存続していけるように、一生懸命頑張ってまいりたいと思

っております。まず冒頭、人口や最新の小金井市の状況についてお伝えしました。 

続きまして、皆様方もご関心の非常に高い新型コロナウイルス感染症対策などについて、

お話をさせていただきます。この未知のウイルス、私たち今を生きる日本人が初めて直面

するパンデミック。このウイルスに対するワクチンや特効薬は、いまだ開発途上でありま

す。先日、コロナ専門家有志の会、８月２３日にホームページで公表し、８月２１日に分

科会で議論された概要が公表されております。私もそれを読ませていただきました。ワク

チンの開発はいまだ不明。重症化リスクに対応するワクチンの可能性が高い。ワクチンが

できたとしても、優先順位をつけて、ワクチン接種の議論を今からしていかなければいけ

ないなど、お話がされておりました。ＷＨＯの専門家の方も、私たちがワクチンを日頃、

市中で接種できるようになるまでに、最短で２年はかかるという見通しも示されているわ

けであります。そういったことも念頭におき、このコロナ感染症対策は中長期化するとい

う覚悟を持って臨まなければいけないという思いで、日々、コロナ対策に取り組んでいる

ところであります。何よりも、感染しない、感染させない行動や生活様式というものをし

っかり、様々な分野に定着していくということ。そして小金井市からも、情報発信を一生

懸命尽くしていくということが大切だというふうに思っております。去る５月２５日に、

国による緊急事態宣言が解除されましたが、その後も感染拡大の状況は収まらず、患者発

生数は今もなお、気を緩められない状況でありまして、小金井市といたしましても、感染

拡大の防止に連日連夜、取り組んでいるところでございます。先日、小金井市議会でもご

報告をさせていただいた内容ではありますけれども、ＰＣＲ検査センターを小金井、府中、

国分寺、国立市、４つの市の医師会の皆様方が共同して設置をしております。小金井市で
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は、このＰＣＲ検査を受診する市民の方々の搬送用の車両を独自に運行しております。自

動車メーカーの本田技研、ホンダ自動車が独自に改造開発をした陰圧式の車、この車をホ

ンダ自動車さんから無償で、小金井市はご提供していただいております。業務委託する形

で、連日、このＰＣＲ検査センターに、検査を受ける市民のご自宅にお迎えに行き、検査

を受け、そしてご自宅にお送りするという送迎の事業をやっております。これは、かかり

つけ医のご紹介などで検査を受けるための事業ですが、当然、陽性の可能性のある方々で

ございます。電車やバスなどはご利用されないほうが、もちろんいいわけであります。し

かし、検査センターに行く足をどう確保するのか。ドライブスルー方式、車で行って、車

窓から検査をする方式と、ウオークスルー方式といって、特別に大型バスを改造した検査

専用の車両、この２つの方式を活用しています。６月１５日から８月２４日までの間に、

この患者専用搬送車両は、３０人の方を検査場に送迎させていただきました。また、４市

医師会で設立したＰＣＲ検査センターには、５月２５日から検査を実施してございますが、

８月１７日までの間に１９５件、小金井市の方の検査を実施したという報告を受けてござ

います。市内の感染者数ですが、最新の直近では８月２４日現在、９５名ということであ

ります。そして、そのうち退院などということで、東京都が公表している数字は７２名と

いうことで、累計数を公表されております。こちらは毎日、東京都から公表されている数

字でございます。５月から６月にかけまして、小金井市内には院内感染のニュースが報道

されまして、小金井市も様々な情報を配信いたしました。東町にございます武蔵野中央病

院であります。武蔵野中央病院関連の新型コロナウイルス感染症患者発生につきましては、

６月２５日に最後の感染が確認されてから、現在までに新たな感染者はおりません。同病

院では様々なサービスが再開され、地域の医療ニーズに応えていただける体制に戻りつつ

あると実感しているところでございます。しかしながら、私たちもそうでありますが、こ

の新型コロナウイルスによって、毎日が緊張状態の連続でやっています。９５名、もう累

計数１００名に達してしまう日が目前となっている状況をしっかり受け止めて、市民の皆

様方とともに、感染防止に全力を尽くしてまいりたいと考えているところであります。市

では、新型コロナウイルス感染拡大に対応して、市民生活を守るため、４月２４日に新型

コロナウイルス感染症小金井市緊急対応方針（第１弾）、５月１９日に第２弾、今月８月１

２日に第３弾を策定いたしました。先週８月２０日（木曜日）に開催いたしました市議会

臨時会におきましては、関連する補正予算案につきまして、ご議決をいただいたところで

ございます。この緊急対応方針（第３弾）には、一部、９月１日から開会する第３回市議
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会定例会で予算化するものも含まれております。今後、この方針に基づきまして、「いのち

を守る」「くらしを守る」「地域を守る」「市民サービスの基盤を守る」の４つの施策を中心

にして、感染拡大の防止と市民の皆様、医療者の皆様への支援を中心に、様々な施策に取

り組んでおります。予算規模で申し上げますと、１人国民１０万円の特別定額給付金とい

うものがございました。また、国の制度として、子育て支援ということで、ひとり親家庭

の方々など様々な子育て支援を行っております。まず１２５億円の特別定額給付金の予算

を専決処分し、現在、振込の達成率は９７％程度に達しているところでございます。 

 また、小金井市が、国や東京都の補助制度や臨時交付金を活用した市独自の様々な取組

は、第２弾で約１３億１,０００万円、第３弾で約７億２,０００万円、総計約２０億３,

０００万円規模の感染症対策や支援策に取り組んでいるところでございます。お手元に第

２弾、第３弾の資料や、関連する補正予算の資料をお配りしておりますので、ぜひ、話を

聞きながら、資料にもお目を通していただければと考えております。特にその中で若干、

説明をさせていただきますと、市報こがねい、約１３億円と数字が書いてあるＡ４、１枚

の資料がございます。これが第２弾でございます。この中では、様々な取組を行っており

ますが、例えば小金井ＧＩＧＡスクール構想を導入するということ、ちょうど真ん中辺で

す。７億３,６００万円。子どもたち、公立小・中学校約７,６００名の児童・生徒が小金

井におりますが、１人１台、端末がＣｈｒｏｍｅ ｂｏｏｋでございますが、こちらをお

渡しさせていただいて授業や、また臨時休校などが行われた場合にはご自宅にお持ち帰り

いただきまして、オンラインで授業が受けられる。あるいは朝礼ができる。ミーティング

ができるといった形で、小金井市で初めて１人１台のノートパソコン、端末の導入をする

ものでありまして、今、急ピッチで準備を進めております。全国的には非常に速いペース

で、これは本市が進んでいるところでありまして、１０月から１１月にかけまして、実際

にこの端末を使った授業などを実施していく計画でございます。それから、真ん中の欄の

右の一番上でありますが、これは小金井市ではハザードマップについて、都内で２番目の

水準なんですが、新型コロナウイルス感染予防のために、なるべく外出をしないようにご

自宅にいらっしゃるご高齢者がいらっしゃいます。しかしながら、現状、皆様方ご承知の

ように大変な猛暑でありまして、１日１００名を超える方が搬送されるなど、現在はコロ

ナ、熱中症、台風への備え、風水害への備え、地震への備え、様々な危機に備えなければ

いけない状況で、複合的な管理。そんな中、高齢者の方々でエアコンをお持ちでない方も

いらっしゃいます。そういった高齢世帯の方々がエアコンを入れる際に、上限５万円を補
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助するという制度を取り入れまして、６０名の見積もりを予算で想定しましたところ、４

９名の方にお申し込みいただいて、順次申請手続に基づき補助事業を実施している状況で

ございます。また、市内事業者の方々への支援ということで、テナントなどを借りている

事業者、ＮＰＯ、個人事業主の方々を対象に、前年度よりも１５％の減収があった場合に

は、２０万円を給付するという取組も続けています。また第３弾のところでは、こちらも

市でお配りさせていただいておりますが、令和２年８月１４日、令和２年第２回小金井市

議会臨時会補正予算における対策について、約７億１,７００万円の規模になっています。

こちらが、可決されたばかりの最新のものでございます。医療従事者への支援、災害時に

おける避難所での感染症対策、民間保育所への支援、幼稚園への支援、また図書館を利用

する方々にとって、緊急事態宣言中は利用できませんでした。インターネットから本を見

られるように、電子図書室の開設を初めて行います。また、４月２７日まで対象となって

いる１０万円の特別定額給付金につきまして、４月２８日以降、生まれた新生児、来年４

月１日まで約１,０００名になりますが、いわゆる赤ちゃんを対象に１人１０万円の小金井

市独自の特別定額給付金の事業を創設いたしました。約１,０００名を想定して、小金井市

は大体１年間１,０００人の新生児が誕生して、約１年間ということになります。また、市

内事業者への支援、大きな意味での第３弾ということで、テナント等を借りている方が今

まで対象でしたが、今度は自社ビルや自宅営業、そういった、前回の対象とはなっていな

い方々で、１５％の減収となっている事業者の方々に、こがねい事業者応援金２０万円を

支給する新たな事業です。第１弾の予算規模が２億５,０００万円でございましたが、この

第２弾では約１億８,０００万円の規模での事業資金を想定してございます。 また、小金

井市でも、プレミアム商品券を発行いたします。１万円の商品券を買っていただいて、プ

ラス３,０００円のプレミアムをつける。１万円で１万３,０００円分のお買い物ができる

商品券を２万部、発行いたします。来年１月いっぱいまで使える予定でございます。これ

が使える店舗は、およそ４００店舗。Ａ券、Ｂ券、大型店舗や中小零細など約４００店舗

で活用できることを想定しております。これまでにプレミアム商品券、大きな意味で２回、

小金井市は全国的な政策と相まって対応しておりまして、これまでの実績を踏まえて、や

ります。また、「元気出せ！小金井応援前売りチケット事業」というものも始めます。「小

金井弁当でディスタンス事業」というものにも、補助金を交付いたします。また、小金井

市観光まちおこし協会実施事業といたしまして、ご近所活用ガイド製作やオープンスペー

ス活用事業という新しい事業を行います。また、アーティスト支援ということで、芸術や
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音楽、文化などの分野で活動されているプロの方を対象といたしまして、１００名の方、

５万円の動画作成の支援金ということで、新しい事業、新型コロナウイルス感染拡大の影

響により、活動の機会を失っている市内のアーティストなどによる文化芸術活動を支援す

る事業を行います。また、保育園で一生懸命に感染予防に努めながら働いている保育士さ

んの方々に、慰労品の支給なども行わせていただきます。時間の関係で、詳細な説明を省

きますが、様々な取組を進めているところでございます。新型コロナウイルス、先ほども

申し上げましたように、長期化ということを念頭に入れております。これまでご説明した

取組で終わるわけでありませんで、これからも引き続き、新型コロナウイルスの感染対策

や支援策を展開してまいりたいと思っておりますが、一方で税収の落ち込みなど、市の財

政への影響も考えていかなければいけないという状況であります。これは国や東京都を挙

げて、国全体で、深刻な税収落ち込みとなるであろうこの局面に、臨んでいかなければい

けないというふうに考えております。一方で、これまで行ってきた市民サービスをしっか

り維持していきたいという思いもある中、これからのかじ取りは、大変厳しい局面がやっ

てくることを想定しております。しかし、私といたしましては、市民サービスをしっかり

守っていけるように最大限、努力をしてまいりたいと思っております。 

 次に、本市の最優先課題であります可燃ごみの処理についてでございます。日野市、国

分寺市と本市の３市で、可燃ごみの共同処理を行うことを目的に、浅川清流環境組合では

今年、令和２年４月１日から日野市内での新可燃ごみ新処理施設の本格稼働を開始するこ

とができました。本来、見学会を５月１４日から開始する予定でしたが、今こういう状況

で、中止となっております。いずれ、見学会ができるようになりますので、その際には、

ぜひ新可燃ごみ処理施設を市民の皆様方にもご覧いただきたいと考えます。この間、約１

３年間にわたりました可燃ごみの広域支援が、昨年度、終了いたしました。昨年度は多摩

川衛生組合、ふじみ衛生組合、国分寺市からご支援をいただき、昨年１２月までの間、毎

日、処理をしていただきました。平成１９年４月以降、長年にわたりましてご支援をいた

だきました多摩地域の各団体の施設周辺にお住まいの皆様、並びに全ての関係者の皆様に

厚く御礼を申し上げます。本日お集まりの市民の皆様方におかれましても、可燃ごみ処理

施設周辺にお住まいの皆様をはじめといたします日野市民の皆様、及び関係者の皆様のご

負担を少しでも軽減するため、さらなるごみの減量と資源化の推進に向けまして、より一

層の分別の徹底に取り組んでいただきますよう、引き続きのご理解とご協力をお願いいた

します。 
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 続きまして、駅周辺のまちづくりについてでございます。武蔵小金井駅南口第２地区市

街地再開発事業が、いよいよ竣工いたしました。最初の構想から含めますと、およそ半世

紀近くにわたって取り組まれてきたＪＲ中央線の高架化事業とともに、小金井市の一つの

大きな課題でございました。６月３０日には商業施設がグランドオープンいたしました。

先ほど申し上げましたように７１６戸の住宅部分も整備され、現在、入居が進んでいると

ころであります。このたびオープンいたしましたＳＯＣＯＬＡ武蔵小金井クロス、連日、

大勢の方々にお越しをいただいております。飲食、コンビニ、家電、衣料品店、様々な店

舗、郵便局や金融機関等のサービス、クリニック、医療機関、薬局などもあり、皆様の生

活も大変に便利になったものと思っております。私といたしましても、新たなにぎわいの

場が生まれることをうれしく思っているところです。今後は引き続き、東小金井駅北口の

土地区画整理事業に鋭意取り組んでまいります。また、課題となっております武蔵小金井

駅北口の新たなまちづくりにも、地元の方々と力を合わせて取り組んでまいりたいと考え

ております。 

 続きまして、公共施設の整備についてです。現在、貫井北町にございます中間処理場の

深刻な老朽化に対応するため、また暫定稼働となっている庁舎建設予定地での缶やペット

ボトルの施設の老朽化、こういった課題を解決するために、可燃ごみ処理施設だけではな

く、二枚橋焼却場の跡地と貫井北町にある中間処理場の２か所に、新しい不燃系の清掃関

連施設を再整備する計画を策定いたしました。まずは先行する形で、令和４年の春から本

格稼働することを念頭にありまして、二枚橋焼却場の跡地の再整備を行っています。市議

会の議決を踏まえまして、設計を一括発注により作業を進めております。この場所では粗

大ごみやプラスチックごみ、燃やさないごみなどの、青い指定収集袋に入れていただいて

いるプラスチックごみの積替え施設。そして、災害廃棄物一時保管場所などを想定してつ

くるものでございます。これからいよいよ、基本設計を終わりまして実施設計に入ったと

ころであります。また、市長就任以来、鋭意取り組んでまいりました長年の重要課題でご

ざいます新庁舎及び（仮称）新福祉会館建設についてでございます。基本設計を昨年度い

っぱいで終えまして、６月２日には実施設計の契約を締結といたしました。現在は、庁舎、

福祉会館の複合施設建設の方針のもと、最終段階の設計工程である実施設計に入りました。

今後は令和４年度の（仮称）新福祉会館の先行竣工、そして令和５年度の新庁舎竣工に向

けまして、コスト削減にも努めながら、着実に事業を進めてまいります。これは小金井市

政の長年の課題であります。庁舎の分散状態、深刻な老朽化、第二庁舎の賃借期間の長期



 -11- 

化と財政的課題、こういった様々な課題を克服すべく、全力で取り組んでまいります。防

災拠点、行政拠点、福祉の拠点となる新しい庁舎です。そして、長い年月をかけて利用さ

れる大変重要な施設でございます。しっかりと履行してまいりたいと思います。 

 以上、時間の関係で、私からの報告はここまでとなりますが、本日は、参考に令和２年

度の小金井市予算の概要、施政方針をお配りさせていただいております。現在、コロナ対

策のみならず、予算の執行、施政方針に基づく様々な取組に今、鋭意努力をしているとこ

ろでございますので、ぜひご参照していただければと思います。 

 以上、今般の新型コロナウイルス感染症対策、また、私が特に重要な課題と位置づけて

いる４点につきまして、申し上げてまいりました。このほかにも様々な課題があります。

本日は皆様方から、これから９時までの間、いろいろなご意見を拝聴させていただき、意

見交換をさせていただきたいと思いますので、どうぞ本日はよろしくお願い申し上げます。

ありがとうございました。 

 

３ 懇 談 

 

〇司会者 

 では、意見交換に入らせていただきます。フリーテーマということではありますが、せ

っかく皆さんにお集まりいただいておりますので、ほかの方が聞いてもわかるような、皆

さんで共有して意見を出し合えるようなテーマをご提供いただくと、幸いでございます。

また、なるべく多くの方にご発言いただきたいと思いますので、要点を絞って簡潔にお話

しいただき、２分から３分程度でまとめてご発言いただきたいと思います。場合によって、

あまり時間長いようですと、私のほうから声かけさせていただきたいと思いますので、ご

理解とご協力をお願いいたします。 

 では、ご意見のある方は挙手をお願いします。 

 

〇市民Ａ 

 貫井北町のＡと申します。２点ほどあるんですけれども、２点とも一気にやっちゃって

大丈夫ですか。そしたら、１つ目が、私は西岡市長１期目の市民と市長の座談会、４年間、

前半・後半となっていて、１回ずつ、ほとんど全部、参加させていただいたんですけども、

それをちょっと振り返っていただければなと思っているんですが。西岡市長、それと広報
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秘書課の皆さんもそうなんですけど、この４年間の市民と市長の座談会を通して、市政に

どういう影響や反映があったのかなということを、市民目線でいうと、ちょっと分かりに

くいなということがあるので、それをまずお聞きしたいなということが１点です。それか

らもう一つが、先日、天野課長ともお話しさせていただいたんですけども、小金井市のフ

ェイスブックのアカウントをつくりませんかという意見なんです。ツイッターとかマチマ

チといったＳＮＳは、もう使われていると思うんですけど、ネット上だけでも、あんまり

市政の情報が市民の皆さんに行き渡っていないことが多いなと感じることがありまして。

もちろん、ネットを見ていない方への周知も大事なんですけども、ネットをふだん、かな

り使いこなしている方でさえ、コロナ禍の状況もあるので、市政情報が変化することが多

いと思うので、大事な情報が行き渡っていないなと感じることが多いんですね。そのとき

にツイッターを今、かなり力を入れて、いろいろな課が全部、稼働できるように頑張って

いらっしゃると思うんですけども、それを全部達成できたとしても、ちょっとそれを周知

するのは難しいのかなと私は感じるので、やっぱりテキストでしっかり内容を見せて、画

像でも見せられる。で、フェイスブックみたいなメディアを使ったらどうかということが、

もう一つの意見です。とりあえずご意見、聴いてから、またお話ししたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

 

〇西岡市長 

 ご意見、ご提言いただきまして、ありがとうございます。市民と市長の座談会に出され

た市民の皆様方の声、ご意見で、過去４年間、開催されて、どのように反映してきたのか。

また、そこで出されたご意見などが、どのように市政に組み込まれているのか、おはかり

する、こういうご質問でございます。まず、私のほうで心がけておりますのは、市民と市

長の座談会の趣旨は、私が市長として、年に４回と限られてはおりますけれども、私自身

が出席して、様々な声を直接お聞かせいただく場をつくりたいという思い。市民と市長の

座談会だけではなくて、町会・自治会の役員の方とも年に４回、新たに自由な意見交換で

きるという。また、テーマによっては説明会、ワークショップ、意見交換会、分野によっ

ては様々な取組も行って、それは特定の分野について。特に庁舎などにつきましては、お

そらく数えられないぐらい、相当な回数、意見交換会、説明会を開催やっていただきまし

た。また、子どもたちとの対話という意味では、公立小・中学校１４校を回って、一緒に

給食を食べながら、子どもたちからもいろんな声を聞かせていただきました。残念ながら
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今、コロナの影響で、輪になって給食を食べることができないので、今、子どもたちとの

対話についての事業を見合わせているところでございます。早く再開したいなと思います。

そして私のほうで心がけていることは、出されたご意見は、私だけで把握するのではなく、

市の担当部や担当課とも、こういったご意見があったよということで、私のほうから特に

担当に伝えることもあります。極力、この場限りではなくて、市の担当、部や課とも、こ

こで出された意見が共有できるように心がけているところであります。これまで出された

意見で、パブリックコメントのより、５年目ですから、おそらく１６回目ぐらいだと思う

んですけれども、何か一覧表で、これが実現できた、これが実現できていないといった見

える化と言いましょうか、できていないのが現状であります。これは今後の課題とさせて

いただきたいと思いますが、少なくとも私自身は、ここで聴いたご意見などについては大

切に思っておりますし、実現できることについては努力していきたいと思っております。 

 なお、これがということは、今すぐにはお答えできませんが、この市民と市長の座談会

で出されたご意見が、実際に反映された、実現できたことも幾つかあるというふうに考え

ております。２点目についてでございます。具体的にはフェイスブックを小金井市もアカ

ウントを取得して、いろいろとお話をしていかないかというご提言でもあります。まずは

小金井市では、ネットにまずホームページ、ツイッター、それから新しいマチマチという

ソーシャル・コミュニティ・ネットワーク、それからメール配信システムも構築しまして、

安心・安全メール、これはかなりな登録者数。それから小金井のごみの分別アプリに登録

していただいている方々にも、メール返信しております。また子育ての分野でも、専用の

アプリなどによって情報発信をしております。現在は、ＳＮＳというのはツイッターを活

用するということで心がけておりまして、先々週ですけれども、私のほうから、今、各課

で任意でアカウントを取得していただいて、積極的に情報発信をするように心がけていま

して、現時点でたしか１６課、１７課でしたか。天野課長、１６課？ 

 

〇司会者 

 １６課ぐらい……。 

 

〇西岡市長 

 １６の課でアカウントを取得して、分野によっては濃淡がありますけれども、積極的な

ところも含めてツイッターを発信し、そして小金井市のツイッターでも、全てリツイート
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する。小金井市のツイッターのフォロワー数というのは、コロナの関係で大分増えまして、

６,６００人ぐらいになっているわけですね。そういう状況の中で、ツイッターについては、

全ての課がアカウントを取得するという方針を決めました。したがいまして、これから全

ての課が取得します。まずはツイッターを全課が取得し、そして様々な情報発信をしてい

く体制をしっかり構築したいと思っています。さらなるＳＮＳという意味では、フェイス

ブックやインスタグラムなどがあろうかと思いますが、これで終了と思っておりませんの

で、引き続き、より効果のあるといいましょうか、情報発信として、より適切な拡大につ

いても検討を、担当者などにしていただいているところでございます。こちらについては、

広報課長のほうから現状何かあれば。質問でも、ＳＮＳでも何かあれば、お伝えできるこ

とがあれば、お願いします。 

 

〇司会者 

 ＳＮＳの活用についてでございます。今、Ａ様のほうからも、各課でツイッター、持つ

ようにしているけれども、それでも足りないのではないかみたいなお話をいただいたとこ

ろなんですけれども、私のほうでも、それは感じているところがありましたので、ちょう

ど先週８月１９日からで、現状ですと、各課、希望する課にアカウントをとってもらうと

いう形をしているんですけれども、なかなか進まないという現状の中で、全課、取得する

ような形に改めたところがあります。そういったところで取得する中で、少しずつ発信が

増えていけばいいなというところが、現状のところでございます。それから順番、前後い

たしますが、座談会で出た意見、どれだけ市政に反映できているのかというところでござ

います。なかなかこういったことをやりましても、質問に対して答えて終わってしまうと

いう場合もあるのかなと思っております。で、先ほど市長からもお話ありましたとおり、

なるべく生かせるのが担当部局にも伝えるという形で、事務局のほうからも声かけしてい

るところでございます。それと、基本的にはフリートークということでやっておりますが、

我々のほうで、何かこういった場を活用して、市民の意見を市政に取り入れたいという場

合には、過去にもグランドデザイン作成のために意見をいただいたということと、シティ

プロモーション基本方針をつくる際に、小金井市の魅力というのを皆さんから意見をいた

だくということで、活用したような事例もございます。以上でございます。 

 

〇市民Ａ 
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 ありがとうございます。最初の、まず座談会についてなんですけど、例えば東村山なん

かの事例だと、ちゃんとこう毎回の座談会、タウンミーティングなんですけど、何人出席

したとか年齢層だとかそういったことをちゃんと報告書にして、市政への反映状況なんか

も資料にして報告されているようなので、やっぱり今、お話伺っていても、市民から見る

と、じゃ、これに参加して、ほんとうに市政に何か反映してもらえるのかしらということ

がわかりにくいと思うんですよね。だから、そこがいまいち、ただタウンミーティングに

来て、ガス抜きって言っちゃ悪いんですけど、そういう意味なんじゃないのと思われちゃ

うと思うので、実際に市民からの意見は、ちゃんと市長が聴いて、市政に生かされている

んだよということが、そういう資料をつくることでアピールできると思うんですよね。だ

から、ぜひそういう報告を少なくとも、例えば前期後期とやったら、前期の分、後期の分、

１回ずつぐらいやったらどうかなというのは私の意見です。それから、東村山のほうでは

ウェブ会議なんかも今年からは、やっているみたいなんですよね、こういうタウンミーテ

ィング。なので、そういうことも、ぜひ検討いただいて、新しい形も取り入れていったら

どうかなと思います。フェイスブックのことなんですけど、ツイッターのほうは今、本気

で取り組まれているということで、それはいいことだと思うんですけど、市として今、そ

ういう方向性ということは、よく理解できたんですけども、フェイスブックの有効性とい

うか、その辺は、これから広がりがかなりあるのかなと私は思っていますし、それから市

長もそうですし、議員さんもそうなんですけど、かなり使ってらっしゃる方は多いと思う

んですよね、市政に関係した方々は。なので、そこら辺を踏まえて、市長自身が、その可

能性があるかどうかということを特に今、お聞きしたいなと思いましたので、そこをよろ

しくお願いします。 

 

〇西岡市長 

 ありがとうございます。市民と市長の座談会の報告書づくりや、出された意見がどのよ

うに反映されているのかなど、いただいたご意見、そして今後はコロナ対策によって、最

近はＺｏｏｍ会議、オンライン会議、かなり、私自身もＺｏｏｍ会議やオンライン会議、

様々なシステムを使った会議、かなり出席しています。大きな変化を実感しています。い

ただいたご意見は、反映できるように検討させていただきたいと思っております。なお、

市民と市長の座談会が終わりますと、あまり間隔をあけずに議事録をまとめて、写真や議

事録も公開をさせていただいております。また担当部局とも、そういった協議をしており
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ますので、より改善していけるように努力してまいりたいと思います。私自身は、ここで

出された意見はしっかり受け止めております。また、フェイスブックの可能性についてで

あります。ちょっと今、この段階では、まだ断言ができないんですけれども、ツイッター

にマチマチ、メール配信システム、これで終了と思っていません。ただ、まずはツイッタ

ーに全力を挙げさせていただきました。このツイッターを利用する学生さん、若い方もと

ても多いですし、もちろん先ほどおっしゃったように、デジタルディバイド、つまりイン

ターネットに接続できない方々もたくさんいるので、あらゆるツールを使って、市政の情

報発信、これはもう極めて重要な課題だというふうに思っております。そういう状況の中

で、さらなるＳＮＳの活用ということは、いろいろなシステムがありますので、多角的に

検討していきたいなというふうに思っております。現状については以上です。 

 

〇市民Ｂ 

 前原町のＢといいます。幾つか、私も伺いたいことあるんですけれども、前のテーマと

して、今のＡさんのお話の流れで、これは市長、市役所とか市民とのコミュニケーション

というテーマの一つのものだと思うんですけれども、第一として、私は西岡さん個人とし

て、市長に対する姿勢としての意味のコミュニケーションの在り方をどう考えているんだ

ろうというのは、ずっと思っていたんですね。小金井市、私、引っ越してきてから、まだ

七、八年とかなんですけれども、いろいろな、例えばお月見イベントとか、なんちゃら、

フェスティバルコートで、何度も何度も、市長のことをお見かけしているんですね。大概、

関係者の方々に囲まれて、さあっと何か裏のほうにして、それで、何かそこの主催者の方々

と和気あいあいと話したら、いつの間にかすうって。何かそこに参加している人たち、市

民との誰とでも、どんどん話していこうという姿勢が見えたことがないんですね。たまた

まかもしれないですけど、少なくとも私、たぶん１０回以上、２桁は。そういうイベント

はかなり行っている。遊びに行っているので、かなりの頻度で見かけているんですけれど

も、全く。私、一回、市長と話してみたいなと思ってみても、話しかける隙もない。すぐ

に取り込まれていってしまうという。で、市長としては、これ座談会がありますよとかい

うんですけれども、市長の中ではやっぱり同じく、同じ市民の声だと思うんですけれども、

八戸市だって座談会があって、市長へのＥメールだって、パブリックコメントだって、そ

れぞれの市民が、それぞれいろいろ考えて出す意見だと思うんですけれども、市長として

は、そういうのにいちいち順列をつけて、この意見はとか、誰々の意見はとか、どういう
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ところで聴いた意見はという、そういうのをつけるんでしょうかって。これは市長の姿勢

として、市民の意見を酌み取っていきたいという積極的な意思を、どれぐらいあるのかと

いうのが、ずっと疑問で。今回、ツイッターのＳＮＳの話もなんですけど、私はツイッタ

ーに登録してないんですね。昔、ツイッターが出始めのころ、いろいろセキュリティーに

問題があるという話があったので、ツイッターが信用できないので、ツイッター、登録し

てないんですよ、という人もいるわけですよね。フェイスブックは、やっているんですね。

フェイスブックも１回ハッキングされましたけれども。でも、コピペでもいいから、いろ

んなものに出すというのは、そういう意味での、そういうネットに対するリスクというの

をある程度、考えている人に対して、一つのＳＮＳにしかやらないというのは、どうなの

かなって。ツイッターとフェイスブックとなんちゃらと、それぞれ別の内容を出そうなん

て芸の細かいことをやらなくても、コピペであっても、同じ内容を出していくだけであっ

ても、やれば、それだけ目に触れる機会は増えるんじゃないのかなと思うんです。そうい

うことで、市民の意見をどれくらい積極的に聴いて、どれくらい実現していきたいと思っ

ているのかという。意見の実現というのに関しても、先ほどから市長が何度か、関係部局

とも情報を共有して、関係部局とも意見を共有して、おっしゃっているんですけれども、

市長というのは、その意思さえあれば、これを実現したいですと言えるわけですよね。共

有するんじゃなくて、これが実現したい。これは情報として共有する範囲にとどめておく。

それを選択するのも、市長というのはできるわけですよね。私が、生まれ育ちが多分、超

トップダウン型で、日本全国に名をはせた区長がいるようなところで育ったので、そうい

うのを見て、実際にそれができるということを知っているので、言うんですけれども。今

これだけの話ができている。もうここまできちゃったから、止められないといったら、そ

れ、都道と同じじゃないですか。ここまで来たって、あえて止めるべきことがあれば止め

るということも、一つのチョイスでしたと思うし。そういう市長としてのコミュニケーシ

ョンの在り方、市民から、この座談会で、いろいろなもらった意見を、どれぐらい実現し

たいという意思を行動に出しているかという市長の姿勢をひとつお伺いしたいなと思いま

す。 

 

〇西岡市長 

 ご意見をいただきましてありがとうございました。まず私自身は、先ほどイベントの、

話しかける隙もないと言われてしまいましたが、そういうイベント、最近コロナでは軒並
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み中止になってしまいましたけども、このコロナの発生する前は土日祝日も含めて、もう

一年中、地域に入って、市民の方々とコミュニケーションをとることに重きをおいて、市

長として活動してまいりました。限られた人としか話をしないという姿勢は毛頭ありませ

ん。ただ、やたらめったら話しかけるのも、ちょっと難しいですよね。なので、適切な距

離感を持ちながら、コミュニケーションを一生懸命とりたいと思っています。まず、私の

ほうから積極的に話しかけたりするときもあるし、何か私に物言いたげだなと思っている

方がいれば、どうしましたかとお声かけることもありまして、決して避けたり、ガードを

固めたり、そういうことでは全くありません。市長としても、様々な団体の方々が、市長

にこういう申し入れをしたい。こういう要望書を渡したい。面会を希望するということが

あった場合は、スケジュールの関係で若干、例えば議会中は会えませんので日程調整でき

ないので、少し時間をいただく場合がありますが、この５年間、ほぼ、希望する方と、ご

面会で、直接会っておりました。いろいろなテーマで。それが仮に、市が向かっている方

向とは、また違う方向であっても、ご面会をして、いろんな対話を重視してきたところで

ございます。私が市民とのコミュニケーションを避けているというような印象を持たれて

いるとすれば、それはもう極めて残念でありまして、いろんなところに行くのも、私の姿

勢の一つであります。そういう思われないように、私がふだん考えていることをもっと行

動に表れるように努力をさせていただきたいと思います。また、市民の声に優先順位があ

るのかということでありますが、それは、ありません。市長へのＥメールで寄せられた声

や、今日この場で寄せられた声や、まちで私が市民の方からぶつけられた声、あるいは市

役所の窓口で、何か様々なご意見、ご質問をいただく声、私だけではなく、市政、市政関

係者に寄せられる市民の声というのは、どれも同じ重みのある大切なものだというふうに

思っております。いろんな手法をとっています。直接発言をいただくものもあれば、市長

への手紙のアンケート。あるいは、現在、小金井市では、小金井市の最上位計画でありま

す一番大事な計画、国でいえば憲法に当たるという基本構想、１０年に１回の節目になり

ます。第５次基本構想・前期基本計画を今、策定しています。本来でしたら、来年４月１

日からスタート、その計画を最上位計画に位置づけるんですが、コロナの関係で、会議が

この間、過去２回、書面会議であったり、またコロナの影響が出る前に取りまとめた案な

ので、コロナによって派生した様々な事象や課題が盛り込まれていないんですね。そうい

ったこともあって、７月１７日に開催した審議会、これは市民の方々が中心の審議会です。

この審議会で寄せられた大半の意見が、コロナについても、もっと議論すべき、時間をか
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けるべきというご意見もありましたので、私としては延期をすることに決めました。約半

年、延期をします。そして来年１０月１日からスタートする計画づくり、これが約半年間

かけて、審議会の方々に議論してもらっています。市には、そういった公募市民の方々が

構成をしている分野別の審議会というものもあります。そういった会の声も非常に大切だ

というふうに考えております。私の姿勢としては、そういうことでございます。これから

も様々なツール、また私の体を使って、多くの市民の方々の声をお寄せいただけるように、

また声を発しやすい環境をつくっていきたいと思います。また、先ほども申し上げました

ＳＮＳについては、これでおしまいと思っておりません。さらなる活用を今、検討してい

るところでございますが、まずはツイッターの全課アカウント取得、こちらに取り組みま

した。そして、さらなるＳＮＳの有効な活用についても、今、広報秘書課を中心に検討し

ているところでございますので、新たなＳＮＳの拡大も、ぜひ実現をしてまいりたいと、

このように感じております。私からは以上です。 

 

〇市民Ｂ 

 今ちょっと基本構想についておっしゃって、私はあれ読んで、パブリックコメントも出

したんですけれども。というか、あれ、こんなのを出してますって、堂々と言えるほど大

した内容じゃないなって、見て思ってしまって。というのは、１０年単位ですよね。そう

いう構想ですよね。なのに、１０年先の市の姿が何も見えないんですよね。長期計画とい

うのはまず、これから何十年先の日本の環境であり、世界の環境であり、地球の環境であ

り、そういう環境の中で、この市をどういう市にしていきたいかというビジョンがドカン

とあって、それに対して、どういうステップを踏んで実現していくかというのが、本来の

長期計画だと思うんですよ。それがかけらも感じられなかった。よりよいまちにしたい。

正直、これ長期じゃなくて来年の目標でも、何も内容変わらないというような、そういう

内容でしかなかったと思うんですね。そういうところのビジョンが全くどーんと出てきて

いないで、先ほど市長がおっしゃった南口の開発も、あれを見て、私、ショックを受けた

んです。まず、南口の駅前開発という大規模な開発をやるというのは、この先３０年、５

０年先まで、建て替えることがそうないですよね。市庁舎と福祉会館もそうですよね。と

いうことは、３０年、５０年先の社会、３０年、５０年先の小金井市をどういう市とした

いか、そういうことを踏まえた開発でなければいけないんじゃないのかと思ったわけです

ね。今現在、３０年、５０年先って、人口減少が見込まれています。地球温暖化も進むと
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言われています。気候危機も進むと言われています。その中で、小金井市は３０年、５０

年先のビジョンをどう見ているのかということが、南口の開発からは全く見えませんでし

た、少なくとも。例えばあの建物そのものが、ＺＥＨじゃないですけれども、カーボンニ

ュートラルを目指していくみたいな、そういうような二酸化炭素排出への配慮というのが、

どれくらいあるんだろうというのも疑問でしたし、中に入っているお店も、小金井市独特

なもの、独自な個性というものがあまり見えずに、同じ建物が国分寺にあっても、どこに

あっても違和感ないなというようなものであった。で、市庁舎の建設に対しても、何かよ

く分からない何ですか、はけを表現するために壁に斜めの段をつけるとか。何かそういう

問題じゃないだろうという。もっと３０年、５０年先、市民がどういう関わりを……。市

長、市庁舎、市政に対して、市民がどういうような関わりをしていってほしいのかという

ことを体現するものでなければいけないと思うんですけれども、そういうものも見えなか

った。それで、１０年の長期計画ですら、１０年先のビジョンも見えなかった。コロナを

入れる、入れないという問題以前に、どういうまちにしたいのかという具体的な姿が何も

見えなかった。とりあえずあれもこれも拾って、よりよいまちにしたいですとしか見えな

かったんですよね。そういう意味で、小金井は今まで、個性をつけるって、すごく大事だ

と思っているんですけれども、小金井の今の個性というのは、自然が豊かなまち、自然を

大事にするまちというところにあるんじゃないかと思っても、でも、じゃ、二酸化炭素の

削減率というのが２６市中だと、かなり下位ですよね。ワースト何位でしたっけ。という

よなところにあって、それで自然を大事にする市とかいっても笑っちゃうよね。誰もそん

なの、納得しないよってなりますよね。で、熱中症対策というと、お年寄りにエアコン費

用を補助するのも大事だと思うんですけれども、それだったらヒートアイランド対策とし

て、もっと枝葉の繁るような街路樹を街路とか中央分離帯に植えて、アスファルトの照り

返しを減らすとか、そういうところで、まち全体の。実際に生活していても、野川沿いを

自転車ですうっと行くと、アスファルトのところに比べて、明らかに体感温度、涼しいわ

けなんですよ。くじら山とか、酷暑の３８度の日だって涼しく過ごせるというぐらい、く

じら山、涼しいですよ。ということは、ヒートアイランド対策をしっかりやれば、実は体

感温度って大分下げられるんじゃないのかなと思ったりもしたんですね。そういう、自然

を大事にしたいのか。何をやりたいのか。一つ一つのものに、一つ一つ必死で対症療法の

ように対策していくけれども、軸が見えないということに今、小金井市の市政というのは、

すごく問題があるんじゃないかと思っているんですけれども、その軸について、どうお考
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えなんでしょうか。 

 

〇西岡市長 

 様々なご意見をご表明いただきまして、ありがとうございました。軸は何かと問われれ

ば、私は、持続可能なまちということに、５０年後も１００年後も小金井市というまちに

は存続してほしい。特に人口構成については先ほど申し上げましたように、これから少子

化、超高齢化、人口減少という現象がもう、東京、その初動が起き始めているという状況

でありますから、私としては、国連の定めているあのＳＤＧｓみたいなものも、どんどん

変わっていくと思いますが、進化していくと思いますが、そういう指標なども踏まえなが

ら、持続可能なまちがある。またもう一つ、私が常に考えているのは、小金井のまちの魅

力。今、このまちが持っている様々な魅力って、たくさんあります。その魅力を失いたく

ないと思っていまして、それは自然環境もそうです。特に私は人と人とのつながり、この

つながりの希薄化、つまりコミュニティーの欠落というものが、人間社会に与える影響は

極めて大きい。便利で利便性の高い、またＩＣＴの活用、あるいはロボットの会議、いろ

いろなことが、技術が進歩してまいります。しかしながら、やっぱり人間と人間との本来

的なつながり、このつながりが欠落してしまうと、私は社会が崩壊してしまうと思います。

このつながりを、いろんなつながりがあります。様々な多様なつながり。このまち小金井

市は、つながりを大切にしてきたし、これからも芽生えさせたいと思いますし、失いたく

ないと思います。こういったつながりを大切にしていきたいというふうに思っています。

私の施政方針の中にも、このような思いを書かせていただいています。長期計画に理念、

ビジョンがないという話でございました。市民の方々を交えて、かなり頻繁にワークショ

ップ、また中学生意見交換会、高校生ワークショップ、これまでにない手法を用いて、幅

広い市民の方々にたくさんの議論をさせていただきました。こういった意見を集約しなが

ら、この長期計画は、誰か一人がつくるものではないと思っておりまして、多くの市民の

方々が、思いを集約しながらつくり上げていくものだというふうに思っております。一度、

パブコメは立てましたけれども、もう半年間延長して議論を重ねて、よりよいものをつく

っていきたいというふうに思っております。そういう厳しいご意見をいただきましたけれ

ども、小金井市が目指すべき１０年後のあるべき姿というものを念頭におきながら、様々

な分野について議論を積み重ねています。そして、今、何が課題なのか。そして、その課

題を解決するためにどのような施策を打ったらいいのか。数値目標はどうあるべきなのか。
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こういったところについて、引き続き議論を深めて、よりよいものをつくっていきたいと

いうふうに思っております。また、新庁舎についてでございます。庁舎につきましては設

計者の方いわく、１００年ぐらい使える市役所でありたいと思っているというふうにござ

いました。大規模改修を途中で入れながら、今、建設しようとしている庁舎は新しい防災

拠点、行政拠点、また福祉会館との複合というところが、小金井らしさだと思っておりま

す。今後の長い目で見た庁舎に対するビジョンが感じられないということでございました

ので、私のほうから、時間がないので、ポイントをお伝えしますが、１つは今回の庁舎、

普通の庁舎と違うのは複合庁舎ということであります。福祉会館と同じ一体の建物であり

まして、それから私は市役所というのは、行政というのは住民福祉の増進にもっともっと

力を入れる時代になるし、また、そうでなければならないと思っています。市役所職員だ

けの建物ではなくて、そこには社協、シルバー人材センター、老人クラブ、福祉共同作業

所、障がい者の方々の作業場、いろいろな分野の方々が、同じ建物の中に入ります。全国

でも福祉会館との複合施設庁舎というのは、ほとんど例がありません。これからは、そう

いった連携、職員同士の連携、職員と市民の連携、先ほど申し上げた多様なつながりが、

建物の中からも芽生えていく。そして、たらい回しに遭わない。小金井市は４キロ、３キ

ロの非常にコンパクトなまちです。そして、そこに１２万３,０００人の方々が暮らしてい

る。そして、庁舎建設予定地は市の中心部にあります。当時、平成４年に購入して約３０

年間、あの状態でありますが、分散化が深刻。第二庁舎もずうっと借り続けている状況。

老朽化も深刻。こういう状況の中で、私は庁舎は待ったなしと。そして福祉会館との複合

施設というものを一つの大きな柱としました。これから到来する超高齢化社会を見据えた

ときに、市の中心部につくる庁舎であれば、庁舎と福祉会館の複合、まさに防災、行政、

福祉の総合的な拠点となる庁舎を私は目指しております。これが、小金井市の長期的な視

点に立った判断だということで、私は一生懸命努力をして、積み上げてきたものでありま

す。以上です。 

 

〇市民Ｂ 

 ありがとうございました。 

 

〇西岡市長 

 ありがとうございます。 
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〇司会者 

 ほかの方、どなたか、いらっしゃいますでしょうか。 

 

〇市民Ｃ 

 こんばんは。前原町のⅭといいます。小金井市に引っ越して３年、子育てをするために

引っ越してきました。順調にいけば、多分、来年の４月には２人目が生まれて、幸せにこ

のまちで暮らしております。ありがとうございます。いろいろあるんですけれども、皆さ

んにマイクが回るように一個だけ質問したいと思います。ごみ問題についてなんですけれ

ども、よく何か市の広報とか、あとごみ収集車にも非常事態宣言とかというのが、よく書

いてありますけど、それがどれぐらい非常事態なのか、ちょっとわからないところがあり

まして、このままでいくと、年内にもごみ処理場がパンクするレベルなのか。５０年ぐら

いは、もつレベルなのか。あと、市民がごみ削減、協力お願いしますと書いていますけれ

ども、どれぐらい減らばいいのかとか、具体的な何かあれがないと、ちょっと。うちはか

なり、ごみは減らしてやっているつもりなんですけど、それでもだめだったら、もっと頑

張らなきゃいけないなとかって、いろいろ思っているんですけど。その辺の数字というか、

感じが分からないというのと、あと、僕、引っ越し族で、もう１４回ぐらい引っ越してい

るんですけども、その市によって、ごみの分別が違ったりすることがあると思うんです。

うち、小さなマンションなんですけども、朝、ごみ捨てに行くと、よく分別されていない

ごみとかも、いろいろ捨てられていて、ごみの分別、ちょっと好きなんで、できる部分は

分別して出しているんですよ、人のうちのやつを。その辺の分別とかも何かこう、一応カ

レンダー送られてきて、カレンダー見ているんですけど、ちょっと微妙な、分からないラ

インとかもあると思うんですよね。これ、どっちに捨てようかな。何かその辺のところと

かも、もうちょっと分かりやすくというと、あれですけども。ごみ削減とか、リサイクル

できるものはリサイクルとか、何かそういうふうに市民がもうちょっと努力できるような

情報発信があればなと思っていまして。さっき、いろいろＳＮＳを活用したみたいな感じ

の話があったので、それでいうと、例えばＬＩＮＥとかって、自動返信機能があるはずで

す。例えば椅子は不燃ですみたいな感じで、そういう自動返信機能で、このごみ、何だろ

うというふうにいちいち市役所とかごみ処理センターに電話できないし、あと、ごみが８

時半には出すんで、朝いち、そんな電話もつながらないということで、そういう、これ何
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だっけというときに自動返信で分かるようなものとかも、活用できるのかなと思っており

ます。話が長くなるので、この辺にします。 

 

〇西岡市長 

 ご意見、ご質問いただきまして、ありがとうございました。間もなくお二人目が誕生す

るということで、無事の誕生をお祈りいたします。ごみ非常事態宣言、どれぐらい非常事

態なんですかということであります。まず非常事態宣言につきましては、今年、違う標語、

かえたいと思っています。小金井市には、調布市と府中市と小金井市の３市で４０数年間、

運用してきた二枚橋という場所があるんですね。野川公園と武蔵野公園の境目のあたりに、

西武線の横にあります。野川の南側です。ここで焼却場を平成１９年３月末までの長い間

運転しました。私も子どもの頃は、よく絵を描きに行きましたし、そこには温浴施設があ

ったり、あるいは１０円で入れるプールがあったりして、小金井の一つの何ていうんでし

ょうか。子どもたちにとっても、象徴的な場所ですね。しかし、老朽化によって、その炉

は停止することになりました。調布市さんも府中市さんも、それぞれ次の展開をいろいろ

考えられておられましたけれども、小金井市は、その後のごみの焼却施設の方向性につい

て、明確に定めることが当時できず、小金井市は自前の焼却施設を持っていない自治体に

なってしまいました。今から１３年前です。そのため小金井市は、自分たちの施設があり

ませんし、つくれなかったので、毎日出る可燃ごみを、他の自治体に緊急的に支援をお願

いし、助けていただきました。そういう状況の中で、小金井市民のごみが毎日、パッカー

車に乗って、町中を走るわけです。多摩地域の様々なところを走るわけですね。市のマー

クをつけて走ります。そして、塵芥車が毎日のように多摩地域を走る。正直申し上げまし

て、ご迷惑をおかけしました。 

 そのとき小金井市は、ごみの徹底的な減量と分別をしましょう。ほかの市に迷惑をかけ

ないようにしましょう。と判断し、そのときに出したのが、ごみ非常事態宣言です。 

 あれから１３年たちまして、日野市と国分寺市と小金井市の３市で、日野市域内に新し

い焼却施設を建設して、今年の４月１日から本格稼働をスタートしました。これは非常に

ありがたいことですし、これから向こう３０年間、その新しい焼却施設を確保させていた

だいた。しかし、３０年後以後、またどうするか。今から、もう考え始めなければいけな

い状況です。そういったことを念頭におきながら、ごみの減量は非常に進みました。分別

も相当進みまして、今たしか１３分類だったと思いますが、全国的に見ても分別の数が多
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いんですね。名古屋のほうにたしか１６とか１８分別しているすごい自治体もあるようで

すけれども、都内では非常に分別が、非常に細かく分別しているところであります。この

成果が出まして、環境省が発表しているデータがあるんですが、平成３０年のデータかな。

人口１０万人から、たしか５０万人まで、ほとんどの自治体がここに入るんですけれども、

市民１人当たりのごみの排出量は、小金井市は全国でも一番少ない自治体になりました。

これ、おそらく４年か、５年連続しています。それからリサイクル率というものが発表さ

れていますが、５０％を超えまして、平成３０年度は５１.３％です。これも全国でトップ

クラスの数字になりました。これは、焼却施設がない。近隣市にご迷惑をかけないように

しよう。そういった思いで頑張っていただいた市民、あるいは事業者の方々の努力によっ

て、この市民１人当たり全国で一番少ない排出量、そして高いリサイクル率を達成しまし

た。私としては、これからもこの頑張ってきた流れを継続したい。マンションのごみを自

ら分別しているということでございまして、ありがとうございます。分別が楽しくなるぐ

らい徹底すると、おもしろいかもしれません。私も今ではいっぱい小分けにビニール袋に

入れて、ペットボトルのキャップ、缶、ペット、びん、乾電池、燃やす、燃やさない、プ

ラスチック。僕の家の周りも、分別するために袋がいっぱい並んでいます。でも今、それ

が楽しいですね、正直申し上げて。そういう努力をしているんです。あと小金井市のすご

いところは、例えば大型スーパーの方々も自主回収をしているんですね、発泡スチロール

やペットボトルや牛乳パックや。ある小金井市の有名な大型スーパーの、別なところから

異動してきた新しい店長さんがいらっしゃって、その方とお話ししたときにこうおっしゃ

っていました。びっくりしました。私は関東でいろんなスーパーの店長をしてきましたけ

ど、こんなにたくさんごみを持って、たくさん出されるお店は初めてです。比較になりま

せん。ほかの市の比較にならないぐらい、たくさんの方々がごみを持ってきてくださいま

して、ほんとにごみの減量分別に熱心な市ですねということを驚いていました。ほんとに

５倍とか１０倍とか、おっしゃっていました。それはほんとに小金井市民の皆様のシビッ

クプライド、誇りにしていただきたいと思っているところであります。小金井市で新しい

取組としては、リサイクル事業の中では３Ｒの推進ということで、様々なことに取り組ん

でいますけれども、先ほどＬＩＮＥの活用というお話がございました。おそらくそれはＡ

Ｉ（人口知能）を活用したチャットボットのことをおっしゃっているのかなと思います。

簡単な質問でしたら、もう人間ではなくてＡＩが答えてくれるという仕組みで、導入して

いる自治体も研究をしています。私どもとしても、ごみの分野がいいのか、別な分野がい
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いか分かりませんが、ＬＩＮＥあるいは様々なシステムがあると思いますけれども、ＡＩ

を活用したチャットボットの導入も今、行政系のところでは検討しているところでござい

ます。分別でそういうのを取り入れたらどうだというのは、非常にいいご提案です。確か

に分別、迷う方が多いと思います。分からないときは、ぜひ遠慮なく、お気軽に市役所に

業務中、お電話をしてください。担当職員は一生懸命、回答します。しかし、なかなか手

間だし、かけづらいし、ちょっと引いちゃいますよね。そういうときにＬＩＮＥとかで、

これはどういうふうに捨てたらいいんだという何かキーワードを入れれば、返ってくる。

そういう仕組みがあると、ほんとに便利だなと思います。これはぜひ、既に検討もしてい

ますが、実現させたいテーマかなと私自身は思っています。以上です。 

 

〇司会者 

 今、ごみの捨て方について悩むときがあるというようなお話もいただいたので、ちょっ

と事務局のほうから参考になんですけれども、ごみ分別の手引きって冊子はご覧になった

ことございますでしょうか。 

 

〇市民Ｃ 

 はい。 

 

〇司会者 

そちらを紹介しようかと思ったんですが、そちらをご覧になったということはあるとい

うことでしたら、そちらに五十音別で一覧になったものが出ておりますので、もし参考に

していただければと思いましたので、以上です。 

 

〇市民Ｃ 

 ありがとうございます。 

 

〇司会者 

 ほかにございますでしょうか。 

 

〇市民Ｄ 
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 貫井南町のⅮと申します。お忙しい中、市民のために座談会を開催していただきまして、

ありがとうございます。私が初めて座談会に出席させていただいたのは、東小金井のマロ

ンホールだったと思います。あのとき、街路灯の件で、市長さんのほうにちょっとお願い

にあがりました。でなんか、市のほうのあれで、市長さんのほうには、何か詳しく伝えて

なかったらしくて、いろいろありまして、先月、街路灯の件につきましては、建設委員会

の委員長さんが東京電力の方に連絡とっていただいて、担当課と係長と担当者の方、何か

面談してくださいまして、その後に私が担当課長さん、係長さん、担当者、議員さん、含

めまして、ちょっとお話しさせていただきまして、お隣の街路灯は撤去していただくこと

になりましたので、ここでご報告させて、ありがとうございました。いろいろお手数をお

かけいたしました。ただ問題なのは、今、お隣に係長さんのほうがお話しなさっていまし

て、どうも代替機なんですかね、どうしても撤去するにあたっては、もう必要なところが

あるということなので、私に存置されている電柱は使えませんので、電柱の隣にポールを

立てて、街路灯設置をお願いしております。あと、東電のほうがやらなければいけない、

ちょっと法令上、引込線の高さが足りないというのがございまして、そこについては一応、

議員さんが話されたのは武蔵野支社の社員さんですけど、街路灯、お隣につけたときの話

は、多摩支店、八王子なので、八王子のほうの東電のほうに行って、話をしてまいりまし

た。それが６月かな。それで、引込線の工事はしてありませんと。それで、その緊急車両

が通れなくて、事故が発生した事例があるので、この工事はしなければいけないと思いま

すということでしたし、今、小金井市のほうと街路灯撤去の話をしていますからというこ

とで、まだ八王子のほうには連絡しておりません。で、今月中に担当課長さんのほうに面

談をお願いしておりますが、もうこれ、平成１９年から東電とずっとやってきた問題なの

で、申しわけございませんが、行政相談員の方も、市長さんと一度、面談なさってくださ

いということだったので、定例会が終わりましたら、ぜひ面談のほうをお願いしたいと思

いまして、今日お伺いしました。よろしくお願いいたします。 

 

〇西岡市長 

 ありがとうございます。ご質問者の方は市民と市長の座談会など、何度も話をしていら

っしゃる。お手紙、市長への手紙など、多数お寄せいただいておりまして、担当ともども

情報は上がってきております。一定、解決に向けて、これまでにない現象が出てきている

ということについては、今後のことについては、また第３回定例会が終わったら、そうい
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う面談の機会をいただきたいということでございましたので、担当課とも相談させていた

だきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。ありがとうございます。 

 

〇司会者 

 ほかにございますでしょうか。もしなければ、２回目の方も含めまして。 

 

〇市民Ｅ 

 すみません。２回目の質問させていただきます。年度末か何かに市から広報として新聞

が来ると思うんですけど、何か市の財政状況みたいな感じの円グラフになっているやつの

中で、たしか市の借金ですかね、何十億あるみたいな感じのことを書いてあって、それに

ついて、一般家庭と市を比べるのはちょっとどうかと思うんですけれども、市の赤字、借

金というのは、どれくらい深刻な問題なのか。この程度だったらいいのかとかいろいろ─

─市の財政は、黒字にしていくことだけがいいわけじゃないと思いますけども、どういう

ふうに市の財政状況をよくしていくのかとか、お考えがあれば、お願いしたいなと思いま

した。 

 

〇西岡市長 

 ありがとうございます。市の財政状況の今後の見通しと、小金井市の対応状況というこ

とであります。市の借金、いわゆる起債ということでございますが、多いときで総額、た

しか３００億円を超えていた時代があります。小金井市は下水道事業、これはかなり早く

やったんですね。しかし、当時、一般の規模からすると、かなり多額な起債を発行して、

当時の経済状況、人口、急激な高度経済成長時代を考えれば、先見の明があったとなりま

すし、時にして将来負担、２０年、３０年と借金をして行っていく事業、つまり多世代に

わたって使っていくもの。今だけではなくて、孫の世代、また次の世代まで使っていくも

の、ライフライン、例えば道路や橋、下水道、水道、こういった事業というのは比較的起

債を、つまり、借金をして行っていく事業が多い。これは小金井市だけでなくて。 

 しかし、それは返済が終わりまして、その後、小金井市はＪＲ中央線の高架化事業、私

が小金井市に住んで、今、４１年なんですけども、開かずの踏切というのは有名だったん

ですね。小金井市は、ここに市があるとすると、この中心、ど真ん中を中央線が走ってい

ます。南北が完全に分断されちゃいまして、踏切がほとんど開かない状態。このＪＲ中央
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線の高架化、これはもう長年の悲願でした。これが実現して、今、１５年ぐらいたつんで

すけれども、総額１,８００億円近い事業で、国、ＪＲ、東京都、地元、たしか６つの自治

体、みんなでこうスキームを組んで、約１,８００億円の事業費を捻出する。小金井市は三

鷹─立川間で、実は４４％の面積を占めていた。この三鷹─立川間の高架化の事業は、小

金井市にとっては極めて重要かつありがたい事業でございました。 

 しかし、小金井市がこの事業のために負担した事業費は９５億円です。この一部につい

て起債して２０年間かけて返済をします。今でも返済しています。こういった市民生活を

守るために、やむなくといいましょうか、起債を起こさざるを得ないものがあって、それ

が積み重なっているのが起債残高です。これは今、年々減っています。どんどん減ってい

まして、今、資料がなくて、ほんとにすみません。かなり減っていまして、２００億円を

切ってきている状況で、減ってきています。それは今の大きな起債事業が、今のところこ

の１０年ぐらい、なかったからです。しかし今後は、これから先は民生費、つまり子育て

支援、高齢者支援、こういったいわゆる福祉の関係の予算が今、どんどん右肩上がりです。

そして人口減少、高齢化、税収は落ちていく。収入は落ちていくだろうと言われている中

で、支出が増えていくことは明らかなんですね。ですから、財政運営は非常に重要です、

おっしゃるとおり。それにもまして、これから何が発生するかというと、高度経済成長期

につくったたくさんの施設、公共施設が一気に更新時期を迎えています。例えば学校、小

金井市には１４校の公立小・中学校がありますが、ほとんどが昭和３０年、４０年代に設

立された学校ばかりです。あれから、もう５０年、６０年。これから一気に建て替えるの

か。長寿命化をするのか。こういったことの選択が問われます、一つの計画を練り上げる

ときに。あるいは保育園、集会所、いろんな施設が老朽化しています。市役所もそうです。

この小金井市が抱えている公共施設の３５年間の更新費用の総額は、約１,５００億円かか

ると試算。これをこのままやるのは不可能です。不可能です。破綻してしまいます。です

から賢く、そして統廃合するとか、あるいは先ほど庁舎と福祉会館を複合といいましたけ

れども、民間活力の導入も含めて、賢くといいましょうか、知恵を出しながら、この公共

施設の大更新に備えていかなければいけないと思っております。借金は今は減りつつある

んですが、これから庁舎建設や公共施設に取り組むので、また一定の起債をしなければい

けません。しかし、それが急激に膨らむと、財政状況を圧迫しますので、なるべく平準化

していけるようにしていかなければいけないだろうというふうに思っています。じゃ、そ

のために小金井市は何をやっているのかということでありますが、やはり歳入の確保です
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ね。そして、算出の見直し。行財政改革プラン２０２０というものを策定しながら、いろ

んな取組を行っています。小金井市の財政状況は、東洋経済新報社だったと思いますが、

全国ランキングというのが発表されていて、たしか最新のもので３０何位だったと思いま

す。そのランキング上は決して悪くないし、小金井市は以前に比べれば、財政状況はかな

り改善しています。しかし、それはまだまだ渦中ですし、これから先、さらに財政悪化す

る不安要因、リスクというのは、たくさんあります。私は厳しい財政状況だという認識を

していますので、やはり歳入歳出両面からの不断の見直しをしっかりしていきたいと思っ

ています。市民サービスを維持していける財政状況になるように、これからも努力をして

いきたいと思います。以上です。 

 

〇司会者 

 ほかの方、いらっしゃいますでしょうか。 

 

〇市民Ｆ 

 すみません、すごく早口になっちゃってすみません。伺いたいのは、先ほど人とのつな

がりを大切にするということを軸にしたいとおっしゃっていたんですけど、私、市に来て、

何か小金井市って財政がひどいから、その分、市民とかボランティアさんとかが、ものす

ごく頑張ってくれて、おかげで人とのつながりが今あるじゃないかなと。むしろ行政が無

力だから、市民が頑張らざるを得なかった結果じゃないかなと思っていて。というのは私、

今、子ども２人いるんですけれどもね。２人目、妊娠中のときに切迫流産というのをして、

絶対安静にしてないと流産するって言われたんですね。だから、市の市役所に出向いて、

そういう事情なので、上の子を保育園に預けさせていただけませんでしょうか。上の子の

面倒見ていたら流産しちゃうかもしれないんです。絶対安静なんですよといったんです。

そしたら言われた言葉が、「分かりました。そんなに預けたいんなら、今からパートを探し

てください」、これ、ほんとに言われましたよ。で、上の子がちょっと病気をして、治った

んです。で、治って、病院の先生から、むしろこの子はどんどん刺激、成長に当たって、

赤ちゃんのときですけどね、刺激を与えたほうがいいから、一時保育でも何でも、どんど

ん保育園に預けてください。で、小金井市立の保育園に、そういう事情なんで、一時保育

に登録させてください。この病気の既往がある人はできません。お医者さんがいいってい

っているのに、預けても全く問題ないってお医者さんが言っているのに、そう言われた。
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そういう市のどこが、人とのつながりを大切にする姿勢があるのかなって、ずっと思って

いたんですね。結局、そうやって困った私を助けてくれたのは、ボランティア団体の方々

だったんですよ。市として、市の姿勢として、人とのつながりをどう大切にしているのか

なって。具体的に何をどうやって、つながりを積んでいく。つながりを育てていくという

ものを育てようとしているのかなというのが、ちょっと一個疑問だったんですね。あとも

う１個だけ、すごいささやかなことなんですけれども、座談会で私もずっと緊張して経っ

ているんですけれども、何かせっかく座談会というんだったら、直線とかじゃなくて、も

っと輪になって、みんながわいわい言えるようなもののほうが楽しいなとちょっと思いま

す。 

 

〇西岡市長 

 ありがとうございました。保育園に行ったときにそういう対応を言われたのは何年前な

んですか。 

 

〇市民Ｆ 

 上の子の出生というのは７年前、病気のことは７年前でした。下の子妊娠中というのは、

下の子が今、５歳なので、五、六年前です。 

 

〇西岡市長 

 まず、市の職員、そういう生活の、身体の、命が宿っている妊婦さんとして、胸の痛む

ような発言をしたということはお詫びをしたいと思います。接遇面と言いましょうか、市

の職員の皆様方とは、常に市民の皆様方に接する対応などについては、丁寧に行っていき

たいというふうに考えておりますが、現状、そのような発言がないように、改めて心がけ

てまいりたいと思います。つながりをどのように大事にしていくのかということで、私や

市の行政という立場をあずかる人間として、大切にしなければ、やはり現場に出るときと

か地域に出るということ、もうその視点があることで、いろいろな気づきや人間関係やコ

ミュニケーションが芽生えてくると思っております。私自身も含めて、積極的に地域に出

ることによって、見えなかったものが見えてくる。現場にこそ、様々な気づきがあると思

っておりますので、地域に積極的に出ていく、この姿勢をもっともっと大切にしなければ

いけないと私自身は思っておりますし、これからも、そういう姿勢を大事にしていきたい



 -32- 

と思っております。座談会をもっと雰囲気、丸くなってということだったんですが、今ま

で私は椅子だけ置いて、椅子だけを周りに並べて、輪になって座談会をやっていました。

しかし、今日はコロナ対策ということで、かなり密になってしまうので、やむなくこうい

う形式になっています。早く輪になって、和室でも輪になって、話がしやすいような形で、

お茶でも飲みながら、和菓子でも食べながら、時に笑いながら意見交換ができるような、

そういうときが来るといいなと思っております。そうなるように一生懸命頑張りたいと思

います。以上です。 

 

〇市民Ｆ 

 どんどん現場に出ていくようにということなんですけれども、すごく抽象的過ぎて、じ

ゃ、人と人とのつながりを大切にするまちというのを具体的にどういう手段をもって実現

しようというビジョンはあるんでしょうか。 

 

〇西岡市長 

 手段は様々あると思います。また、行政だけがそのコーディネート役をするということ

も難しいと思います。市民と市民とのかけ橋役に、もちろんなりたいと思いますが、小金

井市役所の職員も、正規職員６７０名、会計年度任用職員３３０名、合計１,０００名の職

員が今、働かせていただいております。一人一人の職員がベストを尽くすことは言うまで

もありませんけれども、先ほど小金井市はお金がないから、市民が頑張る。そう言われて

いるよという話は、ありがとうございます。私もそういう意見はたくさん聴いています。

今後は、そういうことは言われないように。でも、行政と市民との間にあまり壁をつくり

たくないとも思っています。市の職員であり、市民である者もおります。しかし、市の職

員であり、小金井市に全員が住んでいるわけではありません。そういう意味からも、市の

職員の方々には地域に入って、具体的にどういうことで入っていくのかということであり

ます。例えば入庁３年未満の若い職員は、ほぼ必ず地元のＮＰＯに研修に入っています。

いろいろなＮＰＯの方々、２０団体ぐらい登録していただいているんですが、そこに若手

職員は必ず研修に行く。そこのＮＰＯが果たしている役割を実際に経験し、一緒に仕事を

して、一緒に汗をかいて、そしてＮＰＯの対象となっている市民の方々といろいろな対話

をしたり、ＮＰＯの目的を達成するための活動に取り組んでいます。例えばこういう取組

を、私は非常に意味があると思っていまして、この研修はＮＰＯからも非常に好評でして、
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市の職員とのつながりができた。今後、困ったことがあったら、この職員さんに相談でき

るかなとか、一緒に同じ職場、同じ活動をするということで、これは無であった関係が、

ゼロだった関係に対して関係性が生まれますので、例えばでありますけれども、入所５年

目の職員が必ずＮＰＯに研修に行く。一緒に活動する。こういう取組は、これからも続け

ていきたいなと思っております。これはいい取組だと思っています。 

 

〇市民Ｆ 

 それはそれで一つの取組と思うんですけれども、やっぱりそれでも何というのか。例え

ば駅前南口に高層マンション、ツインタワー建ちましたよね。あそこに引っ越してくる人

たちが、みんなみんな、小金井市ってこういうまちだからいい、選んで引っ越してきたと

いうわけじゃなくて、多分、大部分の人は、駅近で予算的にちょうどよかったから、そう

いうところって大きいと思うんですよね。そういう人たちを、ＮＰＯとかというのは、も

ともとそういう地域のつながりに興味があって、積極的に活動している人たちじゃないで

すか。そういう人たちじゃないという言い方も変ですけれどもね。ふだん、そういうのに

関わっていない一般の市民たちを巻き込んでいくための手段というんですか。仕掛けとい

うか、そういうのを積極的につくっていこうという何かしらのビジョンはあるんでしょう

か。 

 

〇西岡市長 

 市民の方々は、年齢層、また置かれている立場も様々であります。特に今は、例えば町

会や自治会の加入率が４割切ってしまっている。いざ災害が発生したときのことを考える

と、みんなで避難所で生活をするとなったときに、隣近所の方々を何にも知らない方と、

やはり日頃からコミュニケーションをとっている方とでは、運営の在り方に大きな差が出

てくる。東日本大震災でも、特に阪神・淡路大震災でも、地域のコミュニティーがある。

そうした防災訓練などを通じて積極的だった地域と、そうでない地域とでは、いろいろな

データで差が出てきたということが、後々明らかになっています。例えばですけれども、

防災という観点で考えれば、地域の方々との関係性というものが町会・自治会、子供会あ

るいはＰＴＡ、サークル、いろいろな分野があると思いますが、そういった分野になるべ

く多くの方々が関わっていただくということは、ほんとに大切だというふうに思っていま

す。じゃ、その仕掛けは何なのかということで言えば、例えば今、小学校にはおやじの会
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ができていて、お父さん方が積極的に今、地域に関わり始めていて、例えば第三小学校の

おやじの会などは非常に活発です。緑小にもおやじの会ができました。これはむしろ行政

が意図的に仕組むというよりは、自発的に芽生えてきた動きです。こういった芽生えてき

た動きをしっかり支援をしていくんだという姿勢も、とても大切だと思っています。その

お父様方が、何もなければ、全く知り合うことがなかった。しかし、おやじの会を通じて、

子どもたちの安心・安全、あるいは最近ではＩＣＴの支援、インターネットの環境の接続

ができない家庭を助けようじゃないかということで、コンピュータに詳しいお父さんたち

が、行政だけではできないので、積極的に関わっていこうという動きをしようとしてくれ

ているところもあります。こういった一つ一つの地域の中で過ごされている方々が、その

コミュニティーに入ることによって芽生えてくる様々な事象というのを、私としては、そ

ういうものが生まれてくる地域にしていきたいというふうに思っております。まだまだ意

を尽くしていない部分もあるかもしれませんが、やはり孤立、困ったときに助けてくれた

のはボランティアだったというのは、半分うれしいし、半分、行政が何もできなかったと

いうことで、反省もしなければいけませんが、小金井市には、私はこのまちには誇れる地

域の財産、誇れる市民とのつながりというものが、あるまちだと思っています。しかし、

そういったものと全く関わりを持てない方がいらっしゃるので、おっしゃるとおり課題は、

そういった方々がどう関わってくださるか。ただ、今回コロナによって、はっきり分かっ

たことは、今までほとんど、会社に行って、小金井に帰ってきて寝るだけという方が、在

宅あるいはテレワークなどによって、今まで以上に地域で、小金井市内で過ごす時間が多

くなりました。そういった関係で、例えば今まで気づかなかった公園の物足りなさとか、

今まで行かなかったお店、意外とここの食事おいしいんだなとか、小金井っておいしいレ

ストラン多いんだなとか、あるいは特別定額給付金などもそうですが、これまで以上に地

方行政に対する関心、あるいは感染症に対する関心もそうですが、地元の医療機関に対す

る関心など、これまで以上に、コロナの発生したことによって、地域にどこまででも市民

の方々が極めて高い関心を示さざるを得ない、示していただいている。私は、そういう変

化が確実に起きたなというふうに思っています。そういう中で見えてきた小金井市政の至

らなさや足りない部分というものも、痛感しています。そういったことを今回、感じた次

第です。よろしくお願いいたします。 

 

〇市民Ｆ 
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 具体的には、どういうふうに至らなくて、足りないと感じられたんでしょうか。 

 

〇西岡市長 

 例えばですけれども、多くの方が小金井市立公園を今まで以上に、例えば子どもさん、

子どもたちも臨時休校でしたから、体がなまってしまって、公園などを利用された方が多

くて。しかし、公園に行ってみると、水飲み場がない。トイレがない。草がぼうぼうとし

ていて、管理が行き届いていない。ごみが散乱している。こういった声が多数寄せられま

した。例えばですけれども、今までやってきた小金井市の市立公園の管理の体制が、この

在宅や臨時休校によって、毎日、自宅で過ごしている方々の日常の生活に全くマッチして

いなかったということなどが見えてきました。 

 

〇司会者 

 残り時間わずかになってきましたので、今まで発言されたことない方、もしご希望あれ

ばですが。よろしいでしょうか。 

 

〇市民Ｇ 

 先ほど財政の話で、ちょっと出てきたんですけど、公共施設の再配置をこれから、かな

りやっていかなきゃいけないという話があったと思うんですけど、図書館とかが、もうか

なり老朽化していますし、庁舎の移転した跡地の活用だったりとか、その辺のいろいろ考

えなきゃいけないことが、すごくあると思うんですけど、そのあたりは、どのようにとい

うか、少しそういうビジョンはあるのかどうか。多分、１期目の任期のときは、庁舎、福

祉会館を建て替えるということにご尽力されていたと思うんですけども、２期目以降はそ

れが一番の大仕事かなと私は思っているんです。その辺の、どの時期ぐらいをめどにやっ

ていこうと思われているかということとか、どういう再配置方法だとか、その辺のもしお

考えがあれば、ちょっとお聞かせいただきたいなということと、もう一つだけ、小さいこ

となんですけど、市歌を去年つくられたと思うんですけど、それの活用方法がちょっと滞

っていると思うんですよね。先日、市議会の報告会にも行って、ちょっと意見、言ったん

だけど、防災無線に使えば、一番効果的に使えるんじゃないかなと私は思うんですけど、

それがなぜ進まないのかなということは、ちょっとお聞きしたいなと思います。以上です。 
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〇西岡市長 

 ありがとうございました。時間があと残り７分ぐらいしかありませんので、その中で収

まるように回答させていただきたいと思います。先ほど申し上げましたように、小金井市

の今後の最重要課題がたくさんあります。その中で、公共施設の今後の施設の再整備とい

うのは、極めて重要な柱になっています。これは理由としては、巨額な財源が必要になる

ということ。範囲が非常に多岐にわたるということ。そして、この取組を怠れば、市民の

方々の命に関わってしまうということであります。避けては通れない課題だということで

す。非常に難しい課題でありますが、質問者のご指摘のとおり、私の２期目としてもそう

かもしれませんが、今の市政にとって、この問題は大きな課題だと思います。１期目のと

きに公共施設等総合管理計画というのを立てました。今後の公共施設の在り方についての

基本的な考え方をまとめたものです。総量抑制であったり、施設の在り方について、いろ

んな角度から検証してまとめたというだけです。そして施設白書や、これまでにつくって

きた市の様々な保有データ、そういったものを参照しながら、今、個別計画を立てていま

す。各部で管理している施設の更新計画を立てています。先ほど申し上げたように、小金

井市の公共施設の６０％以上は学校教育系が占めています。つまり学校の施設、校舎、体

育館ですね。どのような方針で延命を図るのか。長寿命化していくのか。小金井市は今、

子どもたちの数が増え続けています。地方のように急激に減少して、統廃合を今、検討す

るような状況ではありません。当面、１４校はこれからも必要になってくると思います。

そういう大前提に立って、この学校は全部立て壊して、暫定のプレハブの校舎を何年か建

てて、そしてその間に新しい校舎を建てる。あるいは、この学校は基礎を生かして、なる

べくお金をかけないようにしながら、長寿命化を図る。あるいは、その他の方法。そして、

学校を全面的に建て替えることになれば、その学校の周辺にあるコミュニティー施設など

を一緒に統廃合、複合施設として活用できないかなど、そういった検証をこれからしてい

きます。今、その個別計画を立てているところでございます。図書館についてのお話があ

りました。図書館については、もうしばらく活用させていただきたいというふうに思って

おります。これからの課題は、老朽化しているのは公立保育園の園舎、公立小・中学校の

１４校、それから公民館。で、清掃関連施設はいよいよ計画が立ちました。庁舎も立ちま

した。福祉会館も立ちました。つまりは社会教育と学校教育のお金が非常に大きいんです

ね。ここは市民生活に直結する部分でありますので、公共施設等総合管理計画に基づいて

対応しますが、まだ金額、財政経路を示している状況ではありませんが、これは１０年、
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２０年、３０年かけて取り組む公共施設の大きな、歴史的に見ると、高度経済成長期で一

気につくった施設で、５０年、６０年。ほんとに大きな節目を迎えていまして、かなり財

政規模が大きくなります。そして将来負担についても、これは市民の方々と情報共有しな

がら、対応がなければいけない課題だなと感じています。それから２点目のご質問が……。 

 

〇市民Ｇ 

 市歌……。 

 

〇西岡市長 

 市歌についてです。防災行政無線、問題は今回の緊急事態宣言で、防災行政無線は活用

させていただきました。しかし、場所によっては聞こえづらいとか、いろんなご意見をい

ただいたところであり、また最近、新しい建物、マンション、分譲住宅は密閉性、防音性

が高くて、基本的に外の音がなかなか聞こえない。そういう構造になっていて、防災行政

無線、室内に向けての様々な情報発信、こういったものを検討しなければいけないと思い

ます。市歌を防災行政無線で流さないのはなぜですかというご質問ですが、正直申し上げ

まして、まだまだ市民の方々に小金井市歌というものが十分こう、まだ誕生したばかりと

いうことで、１年半ぐらいたちましたか。突然、知らない音楽が流れることによって、い

ろいろとご意見もあるかなという思いがあります。まずは、今は普及というふうに思って

いまして、合唱連盟やサークルや学校などで、なるべく歌っていただけるようにして、ま

ずは普及することに努めていきたいと。私も行く行くは、防災行政無線で、メロディライ

ンとしてはとても美しい旋律なので、２曲あるんですけれども、それと市歌が流せるよう

にしたいなと思っています。しかし、時期を考えなければいけないかなと思ったところで

あります。以上が答弁です。 

 

〇市民Ｇ 

 ありがとうございました。公共施設の再配置のほうについては、私もワークショップと

か参加したりしましたので、どういう問題があるのかということは大体分かるんですけど、

例えば大きな問題として、庁舎の跡地をどうするだとかそういうこともあるだろうと思い

ます。市歌の話のほう、そういう話を以前にもお聞きしたんで、そういうお答えだろうな

と思ったんですけど、要は防災無線で流したほうが、知名度が上がりというか、それ、逆
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じゃないかなと思うんですよね。だからそこは、なぜそういう発想になるのか、ちょっと

分からないなというのが正直なところです。 

 

〇西岡市長 

 ありがとうございました。庁舎建設、今の本庁舎の跡地の話題でありました。小金井市

が保有している公有財産、公共施設の中で、未利用、目的を十分に達成できないという意

味、あるいは有効活用したほうがいいというものに関しては、もちろん市民の方々とも協

議、意見交換やいろんな検討は必要ですけれども、全ての公共施設を使い切るということ

に、私はこだわっていませんで、むしろ民間に、皆様方に有効活用してもらったほうが、

その土地の価値が高まる。まちづくりに貢献できる。こういった分野もあろうかと思いま

す。例えば売却という道もあります。それはそのまま市の財源に、あるいは定期借地とい

う方法もあります。あれはＰＰＰやＰＦＩのような民間資金を活用して、一緒に共同で新

しいプロジェクトを持ち上げるような事例もございます。こういった多角的な方法を検討

して、市有財産の有効活用を図り、時にそれが財源となって、小金井市の新たな政策に転

換できるという姿勢も、分野においては必要かなというふうに思います。市歌については、

まずは愛される市歌になるように一生懸命努力したいなと思っていますので、もう少し周

知にお時間をいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。時間ですので。 

 

〇司会者 

 それでは、お時間となりましたので、以上をもちまして、令和２年度第２回市民と市長

の座談会を終了させていただきます。本日はどうもありがとうございました。 

 

 


